
水源から海岸までの総合土砂管理

黒部川によって運ばれた山からの土砂は、下流で扇状地を形成してきましたが、その一方で数々の土

砂災害を引き起こしています。また、下流では河川の河床低下や海岸の浸食などが起こっており、より

自然な形で土砂を流してやることが必要です。

これからは、黒部川水系全体でバランスの取れた総合的な土砂の管理が欠かせないものとなっていま

Ans4土砂流入による機能の低下

上流から洪水と共に流れてくる大量の土砂は、ダムの貯水池や上

流の河床に溜まってしまいます。宇奈月ダムではそれを放っておく

と上流の貯水池がどんどん小さくなって、洪水を調節したり発電や

上水のために必要な水を貯める容量が確保できなくなり、ダムの

機能が喪失してしまいます。

Ans1

ダム機能の喪失
●貯水容量の減
●取水口の閉塞

宇奈月ダム

土砂がたまる前の河床

堆砂

土砂の移動が激しい川

黒部川の中・下流部は、土砂の移動が多く不安定な河道となりがち

です。近年では、川底の低下が著しく、護岸の基礎を浮き上がらせ

危険な状態を引き起こすなどしており、上流で土砂を止めることなく、

自然に近い形で流すことが必要です。

Ans2

浸食の著しい下新川海岸

黒部川扇状地からなる下新川地区の海岸は、古くから越波や海岸

浸食が著しく、江戸時代から現在まで、海岸線は１２０～２５０mも後退

したと言われています。こうした海岸地域を浸食から守るため、消波

ブロックなどの施設の整備を行っていますが、黒部川などから流れて

くる土砂を確保することも重要となっています。

Ans3

昭和４１年（１９６６年）からの３０年間
で海岸線が約４０m後退しています。

生地鼻の海底断面変化

浸食によって失われた海岸

1996年10月

1966年10月

沿岸方向距離（m）

（m）

水
深

昭和４５年当時の生地鼻

海水浴客で賑わう石田海岸

現在の生地鼻（平成１１年６月）
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昭和２７年
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■黒部川の河床低下の状況（１０ｋｍ地点の例）
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流砂系

効　 果

・適正な量と質の土砂の下流への
供給
・自然な河川環境の再生

急流河川対策
（河岸・堤防の浸食対策）

【水制工】

急流河川対策
（河岸・堤防の浸食対策）

【縦工】

環境対策
（魚類等の待避対策）

【魚道工】

越波・浸食対策
（面的防御による対策）

【人工ﾘｰﾌ】

効　 果

砂浜の再生

土砂の上下
流バランスを
考慮した総合
的な土砂管理

土砂の量と
質に関する

モニタリ
ング

ｽﾘｯﾄ付砂防ﾀﾞﾑ

排砂ｹﾞｰﾄ付ﾀﾞﾑ

施策１

施策２

施策３

土砂再生化ｼｽﾃﾑの構築

砂防ﾀﾞﾑ・多目的ﾀﾞﾑ等の堆積土砂
を除石・搬送し、下流河道への還
元や海岸の養浜等への活用

土砂を流すﾀﾞﾑ事業の推進

・排砂設備の配置
・ﾀﾞﾑ下流の土砂を自然に流すた
めのﾀﾞﾑ放流等

防災機能を確保しつつ、下
流への土砂供給を確保しう
る砂防事業の推進

・ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾌﾟの砂防ﾀﾞﾑの配置
・既設砂防ﾀﾞﾑのｽﾘｯﾄ化


